
令和3年北海道地区のサーベイランス状況について

解 説

1.プリオン病が疑われた16名のサーベイランスを実施した。
2.孤発性CJD 12名と遺伝性CJD 1名を報告した。
3.直近5年の否定例32例を解析した。
4.プリオン病とCJD mimicsを鑑別するために、剖検による診断が重要で
ある。

研究分担者：北海道大学神経内科 矢部一郎

令和３年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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令和2年11⽉〜令和3年10⽉CJDサーベイランス調査(16名）
弧発性CJD 遺伝性CJD 分類不能CJD 該当せず

例 数 12 1 0 3

男︓⼥ 8︓4 1:0 3︓0

平均年齢
（歳)

69.5 83 73.3

備考 V180I: 1例 症候性てんかん 2例
PML 1例

北海道地区の直近5年における否
定例32例の検討
男性22例、⼥性10例
平均年齢71.25歳
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